
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

ひまわりバスは、平成20年から松前町内を１日8便巡回して
いるコミュニティバスです。取材に応じてくださったのは、運転
手の中矢憲一さんです。中矢さんは、「ひま
わりバスは年配の方が多いですが、中でも
女性が多めです。年配の方が多いので、皆
さんが座ってからの発車と、丁寧に運転す
ることを心掛けています。お気軽に利用し
てください」と話してくれました。
中矢さんの気遣いは他にもたくさんあり、

「発車します」の声掛けやゆっくりとした運転が、とても乗りごこ
ちが良かったです。また、バスは小型なので、普通のバスでは通
れない路地に入ることができたり、車いすの方用の席があったり
ノンステップだったりと、利用者に優しいバスだと感じました。
そんなひまわりバスですが、8月24日から 「バイオディーゼル
車」で走るようになりました。この燃料は、町内のひまわり油や

町民から回収した使用済みの食用油を原料としたもの
で、なんと、年間およそ1,440㎏の二酸化炭素削減が期
待されるとか。路線バスでの活用は県内初だそうです。
今回初めてひまわりバスに乗り1番印象に残ったのは、
地域と密接していることです。エミフル前を通ったとき、小
さな男の子が笑顔でバスを指差していたのが印象的で、歩
行者の笑顔がこんなに近くで見えるんだと感動しました。
普段暮らしている地域から少し離れただけでも松前町

という感じがせず不思議な気分になったと同時に、ちょっ
とは松前町を知ることができたかなとうれしい気持ちに
なりました。皆さんも、地球に、松前に、町民に優しいひ
まわりバスに乗って、新たな発見をしてみませんか。
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松前町は平成 72 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,654人     
女性   16,268人    
合計   30,922人    
世帯   13,221世帯
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人の動き
 （Ｈ28.8.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

▼車窓から中川原付
近を撮影。次回は、
北伊予地区でバスを
降りて取材した様子
を報告します。

納期限   10月31日月 口座振替  10 月 25 日火
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川元秀朗さん　 かおるさん   
菜央ちゃん   羚央くん   

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

（西古泉）

家 族 の き ず な

◦PROFILE
かわもと・ひであき　会社員。楽しみは休日に子どもと遊ぶこと。
　伊予市出身
かわもと・かおる　パート。楽しみは友達とのお茶会。大阪府出身
かわもと・なお　絵が得意でクラスのキャラクターも考案した。小 3
かわもと・れお　ブロック遊びが大好き。3歳

　西古泉に住む川元さんファミリー。お互いを思いやる仲良
し家族です。
　「一度決めたらやり抜く」とかおるさんのことを話す秀朗さん。
仕事を始めたかおるさんを秀朗さんがサポートします。「子ども
の面倒をよく見てくれるし、家事もしてくれます」と、かおるさ
んもにっこり。夫婦で助け合い、仕事と家事を両立しています。
　助け合うのは夫婦だけではありません。菜央ちゃんは、弟の羚
央くんをお風呂に入れ、寝かしつける頼りになるお姉ちゃんで
す。最近は料理にも挑戦しました。「卵焼きは形が崩れたけれど
おいしかった」と話す菜央ちゃん。「おいしかったし、そこまでで
きると思わなかった」と秀朗さんも満足そうな顔を浮かべます。
　お互いを思いやる川元さんファミリーですが、休日は動物園
や県外に出掛けるなど、楽しい時間を過ごしています。羚央く
んが「プールが楽しかった」と夏の思い出を話せば、秀朗さん
が「今度はスカイツリーに行きたい」と話して―。4人での楽し
い時間はまだまだ続いていきます。
　次回は、かおるさんのお友達、　　　　　　　　　　　ファ
ミリーをご紹介します。

　岡田小学校４年生の三ツ井歩夢くんと宮田爽詩くん。2人と
も、華麗に水中を進むスイマーです。
　リオオリンピックで活躍した競泳の萩野公介選手が目標の歩
夢くん。「キックを速くしてフォームをきれいにするよう心掛け
ています。バタ足の練習はしんどいけれど、ベストタイムが出た
ときはうれしいです」と、水泳の魅力を熱く話します。
　「お父さんとお母さんも水泳をしていたので、自然と習い始め
ました」と話すのはバタフライが得意な爽詩くんです。「手のか
きを強くして速く泳げるようにしています」と話すように、現状
に満足せず、日々の練習に取り組んでいます。
　別々のスイミングスクールで週４～５日の練習に励んでいる2

人。「学校の宿題に負けそうになることもあるけれど、休
まずに練習しています」と口をそろえます。これからの目
標を、「50メートル自由形で40秒を切る」と爽詩くんが
話せば、「得意な平泳ぎで自己ベストを出せるように頑張
りたい」と負けずに話す歩夢くん。今日も2人は、目標に
向かって努力を重ねます。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
「努力を重ねる2人のスイマー」
三ツ井 歩夢 くん＝西古泉＝  宮田 爽詩 くん＝上高柳＝
Mitsui  Ayumu                      Miyata  Soshi

長井 智咲 さん＝西古泉＝  郷田 怜那 さん＝西高柳＝
Nagai Chisaki      　　　  Goda Reina

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

皆さんは「ひまわりバス」をご存知ですか。今回
は私たち2人がひまわりバスを取材しました。

中矢憲一さん

このコーナーは、広報担当者ではなく町民の皆さん
がカメラを持って、松前町
の魅力を取材します。取材
してくれる人を募集中です。
詳しくは、総務課広報情報
係 （☎985―4132）に連絡を。

※本人からの申し出
により削除（2022 年 9 月）
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